
１月のしおかぜ と共に  集落支援員だより Vol22 2026 年 1 月 22 日 

皆様こんにちは 

2026年が始まりましたが…、皆さまは年末年始、お正月と…いかがお過ごしでしたでしょうか？ 

本年が皆さま方にとりまして、心安らぐ良き一年となりますように…心よりお祈り申し上げます。 

 さて、皆さまは、今年一年のはじまりをどのようにお迎えになられましたでしょうか？ 

私はと申しますと…、元日は、平郡西の氏神様である重道八幡宮を参拝させていただいた後、平郡

東地区の“五十谷三島”にお祀りされている三嶋大明神を参拝させていただき、その流れで、平郡東

地区の漁師さん等が建立されたとお聞きしている恵比寿様へもお参りをさせていただきました。 

   

（ 平郡西地区 櫛崎半島から見た初日の出 ）     （ 元日に訪問した“五十谷三島”の様子 ） 

 

また、お正月の二日には“赤石神社”と、“蛇の池”も訪問をさせていただきました。 昨年 12月の

集落支援員だよりにも書かせていただいた通り…、年末にも“赤石神社”と“蛇の池”へは、お礼参りも

させていただきまして…、本年もこれまで同様に平郡三景や平郡島の名所を翔けり回って行きたいと

思っております。 

 

平郡の名所はいつ訪れても…、心安らぐ自然の風景と共に…魅力的な場所と感じております。 



 

○今月の花壇の様子です。 

      

（ 公民館の花壇  1月 19日撮影 ）       （ 円寿寺花壇と鶴甫の風景  1 月１４日撮影 ） 

○今月の印象に残った風景は… 

     

（  2026年 1 月 2日の夕陽  ）       （ １月 7日 平郡西の忠魂碑からの眺め  ） 

○今月も最後までお読みいただきありがとうございました。  

本年も引き続きどうぞよろしくお願いいたします。       平郡島集落支援員 西村隆志 

さて、私は年末年始と…赤石神社の方へお参りをさせていただく機会が多くありましたが…、皆

さん方はいかがでしょうか？ 最近お聞きしたお話の中で…、東地区の方の中には、赤石神社へは

もう道がわるくなり行く事ができなくなっているのではないか…という懸念をされている方がいら

っしゃるようですが…。 確かに、近年は赤石神社へ向かう道である市道赤石線が永年劣化してき

ており、…道のでこぼこした箇所が増えており、また山からの土砂や落ち葉や落石等が多く…道幅

も若干狭くなってしまっている箇所もございますが…、軽トラックや軽自動車等であれば、現在の所

特に問題なく通ることができている状態ではございます。 また、今後も、月に一度は道の点検や清

掃を行うなどの活動も続けて参りたいと思っておりますし、…随時落石があるなど…、状況の変わ

りやすいのが平郡の道ではありますが…、できる限り訪れる方々に安心をして通っていただける道

になるようにと願って、活動をして参りたいと思っております。 


